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Ⅰ はじめに
●平成26年度における宮崎県の人工透析導入患者の割合は、全国

ワースト３位である。なかでも都城市は、県平均と比較して高い。

●透析導入原因疾患の約４割は、糖尿病である。

●透析導入時期を遅らせることは、患者のQOLの維持、医療費抑制

の観点から近年重要視されている。

●日本腎臓学会では、円滑な診療連携のあり方を示すため、「かか

りつけ医から腎専門医への紹介基準」を定めているが、腎専門医

が少ない都城市では、かかりつけ医の果たす役割が重要である。

●平成29年度のCKD重症化予防の取り組みについて、プロセスを評

価し、今後の方向性について示唆を得る。
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都城市における学会基準該当者
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紹介基準 総数 治療なし 治療中

専門医受診対象者
（以下の①～③のいずれか）

669人 171人 498人

5.1% 25.6% 74.4%

① 尿蛋白２+以上
273人 50人 223人

2.1% 18.3% 81.7%

②
尿蛋白（+）かつ
尿潜血（+）以上

162人 64人 98人

1.2% 39.5% 60.5%

③ GFR50未満
（70歳以上では40未満）

330人 65人 265人

2.5% 19.7% 80.3%

H28 特定健診受診者：13,146人



平成29年度の取り組み
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市から受診勧奨

日本腎臓学会基準
に準じ紹介

＜CKD予防連携医について＞
・市と医師会が開催する「CKD予防連携医認定研修」を受講し、認定証
交付を受けた者（ホームページに掲載）
・かかりつけ医の相談に対する助言、精査
・腎専門医療機関紹介のタイミングを判断

（宮
崎
市
内
）



Ⅱ 評価の方法

(1)CKD予防連携医認定証交付件数

(2)尿中微量アルブミン検査実施件数

(3)CKD予防連携様式の活用件数
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Ⅲ 結果

SMILE   CITY   MIYAKONOJO  2018



(1)CKD予防連携医認定証交付件数
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目標交付件数

30件
交付件数

78件

H28：253件 H29： 500件

前年度の

２倍に増加

(2)尿中微量アルブミン検査実施件数

※尿中微量アルブミン検査について
尿中のたんぱく質（アルブミン）を

検出し、腎機能が低下していないか調
べるもの。CKDの他、心血管疾患重
症化予防の観点からも、近年重要視さ
れている。
人工透析の原因疾患の一つである糖

尿病では、保険診療による３か月ごと
の検査が認められている。
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(3)CKD予防連携様式の活用件数

①
②

③

活用：21件
返信：12件

保健指導依頼は１件のみ。
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様式２：CKD連携医→専門医 様式３：専門医→CKD連携医
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１ CKD予防連携医認定証交付件数の結果から

目標の交付件数を大きく上回る結果となり、CKD重症化予防に対するかか
りつけ医の意識の高さが伺えた。

２ 尿中微量アルブミン検査実施件数の結果から

昨年度同時期と比較して実施件数が伸びており、研修の効果が伺えた。

３ CKD予防連携様式の活用件数の結果から
【連携様式が活用されていない要因】

(1)市から連携様式を活用した受診勧奨の実施件数が少ない。

→訪問時間を捻出するための事務の効率化、保健指導の力量形成が必要

(2)かかりつけ医やCKD予防連携医に対して、様式の活用方法がうまく伝達
されていない。

→研修会等を通じて連携様式活用を周知、個々のかかりつけ医との連携

(3)かかりつけ医がCKD予防連携医を兼ねるケースが多く、様式を活用する
タイミングが難しい。

→連携システム運用の見直しの検討会を開催
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Ⅳ 考察



CKD予防連携システムに関する検討事項
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① かかりつけ医とCKD予防連携医の位置づけ
→CKD予防連携医がかかりつけ医を兼ねるケースが多いため位置づけは同じとする。

② 紹介基準の見直し（市→かかりつけ医、CKD予防連携医→腎専門医）
→先進事例である熊本方式を採用

③ 腎専門医療機関への紹介方法について
→都城市・三股町の腎専門医を相談窓口とし、腎専門医が紹介時期を判断する。
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